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今
年
も
教
員
住
宅
を
建
築

松
代
と
峠
に

　
僻
地
の
教
育
を
振
興
す
る
上
に

大
切
な
も
の
の
一
つ
と
し
て
教
職

員
の
受
入
れ
体
制
が
あ
り
ま
す
。

松
代
町
に
お
い
て
の
早
く
か
ら
こ

の
事
に
留
意
し
、
教
員
の
住
宅
の

建
設
を
実
行
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
程
新
し
く
松
代
と
峠
に
教
員

住
宅
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
松
代
の
住
宅
は
総
工
費
約
三
六

四
万
円
で
五
月
の
二
〇
日
よ
り
着

工
し
、
松
代
鈴
木
組
の
手
で
建
て

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
九
月
二
〇
日

竣
工
し
た
も
の
で
、
木
造
二
階
建

一
二
〇
・
八
八
塑
の
大
き
さ
で
す

　
又
峠
の
住
宅
は
、
松
代
中
村
工

務
店
が
五
月
二
〇
日
着
工
し
、
総

工
費
三
六
五
万
円
で
、
木
造
二
階

建
二
二
二
・
五
四
鰍
の
も
の
で
、

九
月
二
〇
日
に
同
じ
く
竣
工
し
た
も
の

で
す
。

　
両
方
と
も
大
変
環
境
の
良
い
所
に
建

て
ら
れ
て
お
り
、
と
か
く
住
宅
難
の
声

が
聞
か
れ
る
だ
け
に
、
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
だ
と
関
係
者
は
嬉
ん
で
い
ま
す
。

　
尚
教
育
住
宅
の
建
物
に
当
っ
て
は
、

簡
易
保
険
積
立
金
還
元
融
資
と
し
て
一

八
○
万
円
の
融
資
決
定
が
あ
り
ま
し
た

こ
と
を
加
え
て
お
知
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
地
域
集
団
電
話
の

　
　
追
加
分
工
事
完
成

　
　
　
開
通
は
十
ロ
月
十
脚
日

　
松
代
、
室
野
地
区
集
団
電
話
の
追
加
・

分
工
事
は
、
よ
う
や
く
完
成
近
く
な
り

き
た
る
十
一
月
十
一
日
午
前
○
時
か
ら

開
通
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
去
る
七

月
着
工
し
て
か
ら
三
ヶ
月
、
皆
様
か
ら

い
ろ
い
ろ
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
松
代
町
の
電
話
加
入
数

は
二
〇
七
二
と
な
り
電
話
普
及
率
も
世

帯
当
り
七
二
％
か
ら
九
三
％
と
一
段
と

向
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
新
規
開
通
は
四
二
五
個
で
す

が
、
こ
の
追
加
分
を
含
め
て
ブ
p
ッ
ク

の
組
み
替
え
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
既

設
地
域
集
団
電
話
の
四
五
％
の
方
の
電

話
番
号
が
変
わ
る
こ
と
と
な
り
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
電
話
番
号
の
変
更
は
室
野
地
集
十
月

十
二
日
、
松
代
第
三
地
集
（
犬
伏
地
区
）

十
月
十
四
日
そ
の
他
に
つ
い
て
は
十
月

二
十
八
・
二
十
九
日
に
実
施
い
た
し
ま

す
。
新
し
い
電
話
番
号
に
き
り
か
え
ま

す
と
工
事
関
係
者
か
ら
そ
の
旨
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
電
話
帳
（
補
正
版
）
は
十
月
下
旬
頃
お

　
　
　
　
　
　
　
ず

届
け
し
ま
す
の
で
電
話
番
号
を
よ
く
確

か
め
て
お
か
け
く
だ
さ
る
様
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（1）



（2〉

去
る
九
月
二
七
日
、
二
八
口
の
両
日
に

わ
た
り
昭
和
四
六
年
度
松
代
町
議
会
第

三
回
定
例
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
件
数
は
、

　
報
告
事
項
　
　
五
件

　
，
町
長
の
提
出
議
案
』
幽
件

で
計
一
六
件
で
し
た
。
会
に
先
立
ち
小

堺
議
長
の
県
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
の

永
年
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
十
時
議
長
開
会
を
宣
告
し
、
会

議
録
署
名
議
員
、
牧
田
忠
左
、
井
上
誠

の
両
議
員
を
任
命
し
会
期
二
日
間
の
決

’
，
定
を
行
い
ま
も
た
o
つ
い
で
議
事
に
う

ら
り
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
町
内

学
校
視
察
報
告
を
小
野
島
正
守
委
員
長

か
ら
、
建
設
常
任
委
員
会
町
内
道
路
視

察
報
告
を
市
川
璋
次
委
員
長
か
ら
、
産

業
経
済
常
任
委
員
会
の
昭
和
四
五
年
度

松
代
町
農
業
共
済
事
業
決
算
審
査
結
果

報
告
を
米
持
幸
太
郎
委
員
長
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い
で
、

田
代
部
落
陳
情
特
別
委
員
会
か
ら
陳
情

内
容
審
議
の
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

　
■
又
昭
和
四
五
年
度
松
代
町
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
提
出
報
告
も
行
な
わ

れ
、
補
助
金
の
未
収
特
定
財
源
の
繰
越

額
が
し
め
さ
れ
ま
し
た
。

　
，
p
づ

難
、
、
・

一
般
会
計
補
正
予
算
等
を
議
決
“
一

　
次
に
提
出
議
決
を
見
ま
し
た
議
案
は
．

次
の
通
り
で
す
。

議
第
繭
号
　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
に
つ
い
て
。

　
さ
れ
ま
し
た
、
本
山
祖
心
氏
の
任
期
．

　
満
了
に
と
も
な
い

　
　
萬
羽
　
卓
司
（
松
代
町
大
字
松
代
〉

　
を
選
任
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
）

議
第
二
号
　
桐
谷
小
中
学
校
組
合
の
解

　
散
に
つ
い
て
。

（
こ
れ
は
刈
羽
郡
高
柳
町
と
の
組
合
立

　
学
校
で
あ
、
っ
た
桐
谷
校
は
昭
和
四
七

　
年
三
月
三
十
尋
a
を
も
っ
て
、
高
柳

・
町
後
谷
部
落
が
な
く
な
る
見
通
し
な

　
の
で
、
そ
の
運
営
に
あ
た
．
0
て
い
亮

　
桐
谷
小
中
学
校
組
合
を
四
七
年
三
丹

，
三
」
日
を
も
っ
て
解
散
し
た
い
，
0
で

　
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議
会

　
の
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
〉

議
第
三
号
　
松
代
町
立
桐
山
小
学
校
の

，
設
置
に
つ
い
て
コ

議
第
四
号
＼
松
代
町
立
桐
山
中
学
校
の

　
設
置
に
つ
い
て
。

議
第
五
号
　
松
代
町
立
学
校
設
置
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　
つ
い
て
。

　
　
　
　
（
こ
れ
は
議
案
第
二
号
の
要

（
永
年
、
町
の
教
育
委
員
と
し
て
活
躍
£

（町議会風景）
　
旨
に
よ
り
新
ら
た
に
松
代

　
町
立
の
小
・
中
学
校
と
し

　
で
、
来
年
四
月
一
日
よ
り
設

　
置
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

　
す
）

議
第
六
号
　
新
潟
県
消
防
団

　
員
等
公
償
組
合
規
約
の
一

　
部
改
正
に
つ
い
て
。

（
こ
れ
は
松
代
町
に
関
係
あ

　
り
ま
せ
ん
の
で
省
略
し
ま

　
す
）

議
第
七
号
　
土
地
開
発
基
金

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

（
こ
れ
は
公
用
若
し
く
は
公

　
共
用
に
供
す
る
土
地
又
は

　
公
共
の
利
益
の
た
め
に
取

　
得
す
る
必
要
の
あ
る
土
地

　
を
あ
ら
か
じ
め
取
得
す
る

　
こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
円

　
滑
な
執
行
を
図
か
る
た
め
に
設
置
す

．
，
る
も
の
で
、
基
金
の
額
は
一
二
〇
〇

　
万
円
と
す
為
も
分
で
ず
。
肖
基
金
の

　
額
は
必
要
あ
る
と
ぎ
は
遭
加
で
ぎ
る

　
も
の
と
す
惹
と
あ
顔
ま
す
）

議
第
八
号
・
爵
平
地
区
萱
場
線
舗
装
工

　
事
の
契
約
変
更
に
つ
い
て
。
一
一
レ
一
ド
．
鈴

　
（
こ
れ
ば
契
約
金
額
の
変
更
に
よ
る

・
も
の
で
、
～
．
二
、
一
九
Q
方
を
二
、
二
晶

　
七
万
円
と
す
る
む
の
で
す
）
、
福
、
．
，

議
第
九
号
　
昭
和
四
六
年
度
松
代
町
劇

般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
じ
か

．
（
才
入
才
出
に
そ
れ
ぞ
れ
二
九
、
．
四
一

　
σ
千
円
を
追
加
も
た
も
の
で
、
主
な

，
る
才
出
は
，
．
、

び
総
務
費
の
一
二
、
五
〇
三
千
円

　
・
土
地
開
発
基
金
積
立
金
の
一
二
〇

　
，
○
万
円
が
主
な
る
も
の
で
、
他
は

　
　
病
院
医
師
研
究
委
託
料
の
四
〇
万

　
　
円
な
ど
で
す
。

・
民
生
費
の
七
二
千
円
．
．

　
　
五
智
老
人
ホ
！
ム
負
担
金
の
五
二

　
　
千
円
が
主
な
る
庵
の
。

・
衛
生
費
の
一
〇
三
千
円

　
　
伝
染
病
舎
組
合
負
担
金
の
八
九
千

　
　
円
が
主
な
る
も
の
。

・
農
林
業
費
の
三
、
四
四
七
千
円

　
　
就
業
改
善
相
談
員
等
の
謝
金
の
一

　
　
一
〇
千
円
を
含
め
た
農
業
委
員
会

　
　
費
が
二
八
八
千
円
、
稲
刈
取
機
購

　
　
・
入
補
助
金
が
八
五
千
円
、
米
生
産

　
　
調
整
対
策
費
が
三
一
〇
千
円
、

　
　
林
業
費
の
福
島
林
道
舗
装
工
事
請

　
　
負
金
の
二
一
〇
〇
万
円
、
林
道
下

　
　
山
海
老
線
設
設
委
託
料
の
五
一
四

　
　
千
円
等
が
主
な
る
も
の
で
す
。

・
土
木
費
の
三
、
三
九
〇
千
円

　
　
道
路
修
繕
工
事
請
負
費
等
の
三
三

　
　
〇
千
円
、
国
県
道
工
事
負
担
金
が

　
　
三
〇
〇
〇
千
円
が
主
な
る
も
の
。

・
消
防
費
の
五
、
〇
三
〇
千
円

　
　
雪
上
車
燃
料
費
三
七
四
千
円
、
蒲

　
　
生
、
清
水
セ
ン
タ
！
雪
上
車
運
転

　
　
者
賃
金
等
六
五
二
千
円
、
雪
上
車

　
　
等
の
車
庫
建
設
工
事
が
二
二
二
六

　
　
千
円
、
圧
雪
車
（
ク
ロ
ー
ラ
ー
）
購

　
　
入
費
一
四
一
〇
千
円
、
伊
沢
地
区



　
　
の
除
（
圧
）
雪
事
業
に
対
す
る
補
助

　
金
等
一
四
一
〇
千
円
が
主
な
る
も

　
　
の

。
教
育
費
の
三
、
八
五
五
千
円

　
高
等
学
校
後
援
会
費
の
二
五
四
千

　
円
、
儀
明
、
松
代
小
、
清
水
、
北

　
山
、
下
山
、
菅
刈
等
各
校
の
水
道

　
工
事
費
等
の
四
三
八
千
円
、
校
地

　
買
収
費
の
二
二
〇
千
円
、
教
材
備

　
　
品
購
入
費
等
の
五
八
二
千
円

　
　
中
学
校
関
係
の
教
材
備
品
購
入
費

　
　
が
三
四
九
千
円
、
部
落
公
民
館
連

　
　
設
補
助
金
と
し
て
三
五
〇
千
円
、

　
　
保
健
体
育
費
の
町
民
フ
ー
ル
第
三

　
　
号
設
計
の
諸
費
等
一
五
八
七
千
円

　
　
が
主
な
る
も
の
で
す
。

。
災
害
復
旧
費
の
一
〇
一
〇
千
円

議
第
繭
O
号
　
昭
和
四
六
年
度
松
代
町

菱醒

鐸
雛

　
　

瓢％

鯉
髪
誕
鯉
髪

謎
髪
誕
鯉
髪
誕
醒
髪誕鯉

髪鯉

鯉髪

醒醒

髪醒

鰐髪

醒
聾鷺

髄
鯉
髪”

鯉髪

醒
鯉髪

醒
醒
霧
鯉
醒
髪
誕
鯉
警

昭
和
四
十
五
年
度
決
算
概
要

　
　
　
　
総
額
四
億
三
千
二
百
九
拾
六
万
円

　
昭
和
四
五
年
度
の
一
般
会
計
決
算
が

発
表
に
な
り
ま
し
た
が
予
算
現
額
四
六

三
、
七
＝
二
、
千
円
に
対
し
、
決
算
額
は

　
才
入
　
四
六
三
、
五
七
九
、
九
〇
四
円

　
才
出
　
四
三
二
、
九
六
九
、
二
九
〇
円

と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
款
別
才
出
は
図
表
の
通
り
で
す

が
、
決
算
に
お
け
る
支
出
済
額
は
次
の

通
り
と
な
り
ま
す
（
千
円
以
上
切
捨
て
）

①
議
会
費
　
　
　
八
、
〇
五
八
千
円

②
総
務
費
　
　
七
三
、
○
＝
二
千
円

　
　
総
務
管
理
費
五
七
、
〇
四
九
千
円

　
　
徴
税
費
八
、
八
八
三
千
円

　
　
戸
籍
住
民
基
本
台
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
九
三
四
千
円

　
　
選
挙
費
一
、
二
六
七
千
円

　
　
統
計
調
査
費
　
　
二
内
八
〇
七
千
円

　
　
監
査
委
員
費
　
　
　
　
七
一
千
円

　
　
扶
助
費
　

一
五
〇
千
円

し

④
衛
生
費
　
　
八
、
六
五
四
千
円

　
　
保
健
衛
生
費
　
　
七
、
三
酎
五
千
円

　
　
清
　
掃
　
費
　
　
一
、
三
三
八
千
円

⑤
労
働
費
　
　
一
〇
、
二
〇
一
千
円

　
、
失
業
対
策
費
　
　
七
、
五
六
八
千
円

　
　
労
働
諸
費
　
　
　
二
、
六
三
三
千
円

⑥
農
林
業
費

　
　
農
　
業

　
　
林
　
業

⑦
商
工
費

　
　
商
　
工

⑧
土
木
費

■閣一圏ゆ　　鳳騨騨の

五一
．＿｝』

二二1￥

七五
八九
千千
円円

七
、
一
八
七イ
千一
円
『
P

児　社　　　　　そ㊤他，

童　会　　　　　諮牧入

福　福　　　締越邉

　　　③その他　　　民

　　　生願例加さ　　費…
消防柘　　　…

公儀　二1
●祉　祉　　翻庫幾金

費
． 費

防儂 艮蝿
市町縦 土

采支出盆 衆・．旧痘・臼’

雇株窟

地オ交付税 総移彪
龍嶺磁

■ 才入 才出
6脚45駿訟柑町一般会計庚卑総揖図表

土
木
管
理
費

道
路
橋
梁
費
三
四
、
八
七
八
千
円

河
川
費
　
　
　
　
九
千
円

住
　
宅
　
費
　
　
一
、
五
一
九
千
円

　
⑨
消
防
費
一
八
、
八
六
七
千
円

⑩
教
育
費
八
轍
、
八
九
七
千
円

　
　
　
教
育
総
務
費

　
　
　
　
　
　
七
、
七
二
二
千
円

　
　
　
小
学
校
費

　
　
　
　
　
三
五
、
一
八
九
千
円

　
　
　
中
学
校
費

　
　
　
　
　
一
七
、
二
四
六
千
円

　
　
社
会
教
育
総
務
費

　
　
　
　
　
　
三
、
哺
八
六
千
円

　
　
保
健
体
育
費

　
　
　
　
　
一
八
、
三
九
一
千
円

　
　
教
材
セ
ン
タ
ー
費

　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
千
円

　
　
教
職
員
独
身
寮
管
理
費

　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
千
円

⑪
災
害
復
旧
費

　
　
　
五
八
、
七
八
五
千
円

　
　
農
林
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
三
三
、
〇
五
九
千
円

　
　
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

　
七
〇
、
一
二
四
千
円

費
六
七
、
六
二
七
千
円

費
　
　
二
、
四
九
六
千
円

　
　
五
七
四
千
円

費
　
　
　
五
七
四
千
円

五
二
、
三
七
四
千
円

　
　
剛
五
、
九
六
七
千
円

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
才
入
才
出
に
そ
れ
ぞ
れ
一
四
六
六

　
千
円
を
追
加
、
療
養
費
の
増
が
三
〇

　
七
千
円
、
償
還
金
及
び
還
付
加
算
金

　
等
の
一
輔
五
九
千
円
》

議
第
廟
駒
号
　
昭
和
四
五
年
度
松
代
町

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
才
入
才
出
決

　
算
の
認
定
に
つ
い
て
。

　
　
　
（
別
記
明
細
の
通
り
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
、
三
二
四
千
円

　
　
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
　
八
、
四
〇
〇
千
円

②
公
債
費
　
　
二
三
、
二
三
〇
千
円

　
以
上
の
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
保
険
が
登
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
簡
易
保
険
ー

〈
学
資
保
険
と
長
生
き
保
険
V

　
本
年
九
月
調
佃
よ
り
皆
さ
ん
の
ご
要

望
に
こ
た
え
で
、
学
資
保
険
と
長
生
き

保
険
が
で
き
ま
し
た
の
で
簡
単
に
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
ぎ
ま
す
。

L
学
資
保
険
（
傷
害
特
約
付
）

　
イ
十
五
才
満
期
学
資
保
険

　
　
高
校
進
学
の
時
と
大
学
進
学
の
時

　
’
の
学
資
金
に

　
ロ
十
八
才
満
期
学
資
保
険

　
　
高
校
進
学
の
時
と
大
学
進
学
の
時

　
　
の
学
資
金
に
’

　
※
い
づ
れ
も
万
一
の
時
は
保
険
金
に

　
　
高
利
率
の
配
当
金
が
つ
き
ま
す
し

　
　
契
約
者
が
万
嘲
の
時
は
そ
の
后
の

　
　
保
険
料
は
払
込
み
が
不
要
で
す
。

　
　
し
か
も
高
校
、
大
学
と
も
進
学
の

　
　
学
資
金
は
保
障
い
た
し
ま
す
。

乞
長
生
き
保
険
（
傷
害
特
約
付
）

　
　
養
老
保
険
と
終
身
保
険
を
ミ
ッ
ク

　
ス
し
た
近
代
的
な
保
険
で
す
。

　
ご
加
入
後
十
年
経
ち
ま
す
と
保
険
金

　
の
二
割
．
二
十
年
経
ち
ま
す
と
保
険

　金の

三
割
（
合
計
五
割
）
を
お
祝
い

金
と
し
て
お
手
許
に
お
届
け
い
た
し

　
ま
す
。

　
　
老
後
の
楽
し
み
は
こ
の
お
祝
b
金

　
で
旅
行
等
は
い
か
が
か
と
思
い
ま
す

も
ち
ろ
ん
万
一
の
時
は
保
険
金
（
全

額
～
五
割
）
に
高
利
率
の
配
当
金
が
．

　
つ
き
ま
す
。

五
十
才
か
ら
六
十
五
才
ま
で
の
方
が

ご
加
入
で
き
ま
す
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤



（4）

四
十
五
年
度
松
代
町
町
民
税
課
税
状
況
、

そ
の
所
得
状
況
は

　
こ
の
た
び
、
町
の
税
務
課
よ
り
、
四

五
年
度
に
お
け
る
町
民
税
課
税
所
得
状

況
調
べ
が
発
表
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
ま
す
と
総
所
得
金
額
は
一
八
億

三
七
〇
〇
万
円
と
な
り
、
三
三
八
世

帯
で
割
っ
て
み
ま
す
と
、
一
世
帯
当
り

七
九
万
二
千
円
と
な
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
所
得
額
金
額
で
は
給
与
所
得

で
第
一
位
、
続
い
て
田
め
所
得
、
出
稼

所
得
、
営
業
所
得
と
い
う
様
な
順
位
で

す
が
、
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
人
員
で
割

っ
て
み
ま
す
と
、
給
与
所
得
が
第
一
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
ら
ぼ

で
以
下
営
業
所
得
、
出
稼
所
得
、
，
由
の

所
得
、
日
雇
賃
金
所
得
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。
一
世
帯
当
り
の
課
税
所
得
は

七
九
万
円
と
な
り
ま
す
が
」
こ
れ
は
郡

内
で
も
高
い
方
で
な
く
、
今
更
な
が
ら

単
作
農
業
地
帯
の
今
後
の
間
題
を
こ
こ

で
も
示
め
し
て
い
る
様
で
す
。

　
尚
法
人
所
得
と
い
う
の
は
株
式
な
ど

の
会
社
等
の
こ
と
を
言
い
ま
す
、
非
課

税
所
得
と
は
別
表
に
そ
の
内
容
が
書
か

れ
て
あ
る
様
な
も
の
を
言
い
ま
す
が
課

税
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
農
業
改
善
事
業
と
し
て
町
が
取
上
げ

9
　
　
i
　
　
　
　
i
　
　
　
　
－
　
　
　
　
i
　
　
　
　
l

　
l
　
　
　
　
l
　
　
　
　
－
　
　
　
　
l
　
　
　
　
l
　
　
　
　
盛
『

一
、
八
三
七
〇
〇
万
円

て
き
た
養
蚕
、
牛
の
所
得
、
た
ば
こ
所

得
は
年
次
を
追
っ
て
上
昇
し
て
き
て
い

昭和45年度松代町市町村民税課税所得状況調

ま
す
が
、
来
年
以
降
に
そ
の
成
果
が
あ

ら
わ
れ
る
面
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
へ
め

期
待
が
も
た
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

所得　区　分 1所得　額 人 1人当り

　　　　一田　　の　所　得 395，660雷 1，836人 215，500円

畑　　の　所　得 12，044 〃 6，550

養　　蚕　所　得 3，121 377 8，280

養　　鶏　　所　得 290 418 690
牛　・の　所　得 7，461 568 13p140
養　　豚　　所　得 1，456 43 33，860

煙　　草　　所　得 12，585 102 123，380

利子配当所得 1，609

地　　代　　所　得 』2，921

家賃下宿所得 2，147

内一職　　所　得 739・
’出　稼　　所　．得 303，274 1，290 235，100．

日雇賃金所得・ 48，274 12032 46，780

給　　与　所　得 431，144 462 933，210

営　業　　所　得 『127，837 242 528，250

合　　　　計 1，350，562 2，900 465，710

法　　人　　所　得 234，220 17 1，377，640

非課税所得、 252，287
一 戸

世帯 一世常当

総　　　　計 1プ837，069胃 2，318 792，523円

ー
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
ー

　
容
疑
者
を
処
罰
す
る
に
あ
た
ら
な
い
と

　
考
え
た
場
合
に
は
起
訴
し
な
い
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
。

　
　
検
察
官
は
、
常
に
公
平
な
立
場
で
起

　
訴
、
不
起
訴
を
決
め
る
わ
け
で
す
が
、

　
た
く
さ
ん
の
事
件
を
扱
う
う
ち
に
、
調

　
べ
が
十
分
で
な
か
っ
た
り
、
判
断
を
誤

　
る
場
合
も
絶
体
に
な
い
と
は
い
え
ま
せ

　
ん
。
そ
の
た
め
に
こ
う
し
た
制
度
が
あ

　
る
わ
け
で
す
。

　
　
審
査
会
は
、
被
害
者
や
、
告
訴
人
を

　
泣
き
寝
入
り
さ
せ
な
い
た
め
に
不
服
申

　
立
を
う
け
て
お
り
ま
す
。

　
　
審
査
申
立
に
は
、
費
用
は
一
切
か
か

　
り
ま
せ
ん
。
電
話
や
手
紙
で
も
よ
い
の

　
で
す
か
ら
遠
慮
な
く
気
軽
に
相
談
い
た

　
し
ま
し
よ
う
o

　
連
絡
先
は

　
　
上
越
市
大
町
三
丁
目

　
　
新
潟
地
方
裁
判
所
高
田
支
部
内

　
　
　
高
田
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
　
　
電
話
は

　
　
　
　
　
高
田
㈲
局
五
一
六
〇
番
で
す

ー

昭和45年度松代町市町村民税非課税所得状況調

月　得　区 月得金 員 人　　、り

失業保険受給額 90，917雷 1，071人 ．84，890円

、公務扶助料 25づ595 200 127，970

・軍人障病給付金等 9，231 ：242’ 25，720

生活保護費等 ．　37，496 550』 68，170

老令年金額等 14，458 766 18，870

利子配当所得等・1 74，590 ’　2，200 、25，720

計 252，287雷 ｛ 一

納
得
で
き
な
い
不
起
訴
は

検
察
審
査
会
へ
申
立
を
〃
”

　
詐
斯
、
お
ど
し
、
交
通
事
故
な
ど
の

被
害
を
う
け
、
訴
え
た
が
検
察
官
が
そ

の
事
件
を
裁
判
に
か
け
な
い
（
こ
れ
を

不
起
訴
処
分
と
い
い
ま
す
）
ど
う
も
お
”

か
し
い
、
納
得
で
き
な
い
。

　
こ
ん
な
不
満
を
ど
こ
え
訴
え
た
ら
よ

い
か
、
迷
っ
て
い
る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
、

か
。
そ
ん
な
と
き
「
検
察
審
査
会
」
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
人
名
簿
か
ら

「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
十
一
人
の
民
問

代
表
く
審
査
員
）
で
な
り
た
ち
、
検
察

官
が
起
訴
す
べ
き
事
件
を
、
不
起
訴
に

し
た
場
合
こ
れ
を
改
め
さ
せ
る
よ
う
に

す
る
の
が
主
な
仕
事
で
す
。

　
犯
罪
が
起
き
た
場
合
、
容
疑
者
を
起

訴
す
る
か
は
、
い
ち
お
う
検
察
官
の
判

断
に
ま
か
さ
れ
る
わ
け
で
、
証
拠
が
十

分
で
な
い
と
き
も
、
証
拠
が
十
分
で
も

・
雨
の
中
の
中
学
駅
伝

　
　
奴
奈
川
中
チ
ー
ム
が
五
位
に

　
小
雨
の
そ
ぼ
降
る
九
月
二
十
一
日
、

東
頸
城
郡
中
学
校
駅
伝
大
会
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
松
代
中
学
校
を

ス
タ
ー
ト
し
、
大
島
か
ら
安
塚
を
廻
り

浦
川
原
中
学
校
ま
で
の
距
離
を
、
う
ら

寒
い
気
候
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参

加
チ
ー
ム
は
元
気
一
ば
い
、
沿
道
の
声

援
に
答
え
て
、
ひ
た
走
り
に
走
り
続
け

て
い
ま
し
た
。
当
日
の
松
代
町
関
係
0

各
チ
：
ム
の
成
積
は
五
位
に
奴
奈
川
中

学
校
が
入
り
、
大
い
に
気
を
は
き
ま
し

た
が
他
は
お
し
く
も
入
賞
外
に
終
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
参
加
チ
ー
ム
塗
ニ

チ
ー
ム
と
い
う
多
き
に
達
し
年
々
盛
会

に
な
っ
て
い
く
こ
の
催
し
を
、
い
つ
ま

で
も
続
け
た
い
も
の
と
、
関
係
者
は
語

っ
て
い
ま
し
た
。

’

4



国
民
公
庫
の
年
末
融
資
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
国
民
金
融
公
庫
高
田
支
店
）

　
一
〇
月
、
噌
一
月
、
一
二
月
中
に
資

金
を
必
要
と
さ
れ
る
見
込
み
の
方
は
一

〇
丹
中
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
♂

　
年
末
は
申
込
み
が
殺
到
し
ま
す
の
で

お
そ
く
な
っ
て
、
ご
融
資
が
難
し
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
串
込
み
に
な

っ
で
融
資
決
定
を
ル
て
お
げ
ば
、
一
資
金

の
必
要
な
時
期
に
、
、
・
い
つ
で
も
お
貸
付

け
い
た
し
ま
す
。

　
融
資
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
　
運
転
資
金
．

　
貸
付
限
度

　
返
済
期
間

利
　
率

◎
　
設
備
資
金

　
貸
付
限
度

　
返
済
期
間
，

　
利
　
率

五
〇
〇
万
円

五
年
以
内

年
八
・
二
％

・
尚
設
備
内
容
に
よ
，
．
て
は
、

一
、
○
○
○
万
円

七
・
七
％
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
，

◎
　
以
上
の
資
金
は
重
復
し
て
幾
ロ
で

　
　
も
利
用
で
き
ま
す
甲

保
証
人
　
一
名
以
上
　
担
保
は
必
要
に

応
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
細
は
国
民

金
融
公
庫
高
田
支
店
か
町
の
商
工
会
へ

ご
照
会
く
だ
さ
い
。

’
五
〇
〇
万
円

七
年
以
内
、

年
八
・
二
％

　
　
　
貸
付
限
度

利
率
年
六
・
五
％

電
話
の
上
手
な
か
け
か
た
は
…

　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
塚
電
報
電
話
局
）

　
日
頃
電
話
の
ご
利
用
を
い
た
だ
き
ま

’
し
て
有
難
う
存
じ
ま
す
。

　
今
で
は
電
話
は
私
共
の
生
活
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
最
近
の
通
話
は
、
と
か
く

朝
と
晩
に
集
中
す
る
傾
向
に
な
り
今
後

ま
す
ま
す
強
く
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す

　
こ
の
た
め
私
共
で
は
、
早
朝
、
夜
間

通
話
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
い
て
万
全
の

対
策
を
し
て
い
ま
す
が
、
な
お
一
層
便

利
な
電
話
、
す
ぐ
か
か
る
電
話
と
い
わ

れ
る
様
、
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
お

力
添
え
を
お
願
い
申
上
げ
る
次
第
で
す

　
朝
の
通
話
は
午
前
六
時
三
〇
分
か
ら

　
午
前
七
時
三
〇
分
ま
で

　
夜
の
通
話
は
午
後
八
時
三
〇
分
か
ら

　
．
午
後
九
時
三
〇
分
ま
で

こ
の
時
間
帯
に
多
数
の
電
話
が
集
中
す

る
た
め
、
皆
様
の
ご
要
望
に
充
分
お
応

え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
特
に
急
用
で
な
い
方
、
又
近
距
離
（

例
え
ば
柏
崎
、
糸
魚
撫
、
尚
田
、
直
江

津
、
十
日
町
、
長
野
等
に
お
か
け
に
な

る
方
は
、
夜
間
割
引
制
度
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
）
に
通
話
さ
れ
る
方
は
、
つ
と
め
．

て
こ
の
時
間
を
避
け
て
い
た
だ
き
ま
す

様
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

納
税
者
の
声
を
聞
く
旬
間
始
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
田
税
務
署
）

　
国
税
庁
で
は
、
毎
年
一
一
丹
一
，
甘
か

ら
一
〇
日
ま
で
を

　
「
納
税
者
の
声
を
聞
く
旬
間
」
と
し
て

こ
の
期
間
中
、
国
税
庁
、
国
務
局
、
税

務
署
で
い
ろ
ど
、
な
行
事
を
行
な
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
旬
間
ぱ
、
税
金
に
対
す
る
苦
情

や
要
望
、
税
務
職
員
の
応
接
な
ど
に
つ

い
”
て
の
ご
意
見
を
、
広
く
納
税
者
の
方

，
々
か
ら
お
聞
ぎ
し
て
、
税
制
や
税
務
行
ξ

政
の
運
営
面
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に

税
務
署
の
仕
事
の
内
容
を
一
般
の
方
か

ら
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
眉
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
旬
間
中
に
高
田
税
務
署
で
行
な

う
主
な
行
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
一
、
納
税
者
の
声
を
聞
く
座
談
会

一
、
納
税
者
の
表
彰

　
一
、
署
長
の
納
税
者
宅
訪
間

一
、
租
税
教
室
の
開
設

大
宮
美
幸
さ
ん
（
松
代
小
）
が
入
賞

　
簡
易
保
険
第
十
回
作
文
コ
ン
ク
奮
ル

　
簡
易
保
険
で
は
、
毎
年
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
は

松
代
小
学
校
の
五
年
生
七
名
の
応
募
が

あ
り
、
大
宮
美
幸
さ
ん
の
「
珠
算
検
定

」
が
見
事
入
賞
し
、
賞
状
、
賞
品
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
尚
応
募
者
全
員
に
参

加
賞
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
郵
便
局
で
は
、
町
内
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
の
み
な
さ
ん
か
ら
多
数
応
募
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

還
元
融
資
で
公
共
施
設
の
充
実

　
町
民
の
み
な
さ
ん
が
積
み
立
て
て
い

る
国
民
年
金
な
ど
の
一
部
が
地
方
公
共

団
体
へ
還
元
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
達
の
町
で
も
こ
の
制
度
を
利
用
し

本
年
度
、
町
民
第
ニ
プ
ー
ル
（
総
工
費

，
一
四
〇
一
万
円
）
建
設
に
八
○
○
万
円

の
国
民
年
金
特
別
融
資
が
決
定
さ
れ
、

不
順
な
気
候
と
言
わ
れ
た
夏
場
に
、
そ

れ
で
も
多
く
の
人
達
の
利
用
を
み
ま
し

た
。
こ
れ
は
平
素
み
な
き
ん
の
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
国
民
年
金
等

の
加
入
を
も
グ
だ
で
て
い
た
だ
い
て
い

る
た
ま
も
の
で
す
。

　
町
民
一
人
一
人
の
積
立
金
が
大
き
な

ふ
べ
ら
み
と
な
り
、
や
が
て
は
町
づ
く

り
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
L
ま
す
。
」

　
桐
谷
校
の
配
達
が
松
代
町
に

　
　
　
　
．
1
＋
二
月
剛
巳
か
与
1
㌧

　
今
ま
で
高
柳
局
の
配
達
々
う
け
て
い

た
桐
谷
校
は
今
度
松
代
局
の
配
達
区
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
後

谷
部
落
が
な
く
な
る
と
と
に
伴
い
、
殆

ん
ど
が
松
代
町
φ
郵
便
物
配
達
に
な
る

’
た
め
実
惜
に
合
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
A
．

　
爾
松
代
町
田
代
の
郵
便
物
は
一
．
二
月

六
日
か
ら
四
月
二
四
日
ま
で
、
松
代
局

よ
り
高
柳
局
に
回
送
に
な
る
関
係
上
、

郵
便
物
が
噌
～
二
日
間
位
お
く
れ
て
配

達
に
な
う
ま
す
の
で
、
郵
便
物
を
出
さ

れ
る
方
は
、
そ
の
つ
も
り
で
お
出
し
く

だ
ざ
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
『
　
．
　
　
頓
，

貴
方
は
気
を
付
け
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

シ
ン
ナ
ぼ
類
の
取
扱
い
に
つ
い
て

よ
く
新
聞
な
ど
で
見
か
け
る
シ
ン
ナ

ー
の
中
毒
症
で
す
が
、
貴
方
は
そ
の
取

扱
い
に
気
を
つ
け
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　
ご
存
知
の
様
に
シ
ン
ナ
i
類
は
、
そ

こ
か
ら
蒸
発
す
る
有
害
ガ
ス
の
為
、
そ

れ
を
強
度
に
嗅
ぐ
と
脳
神
経
が
お
か
さ

れ
、
．
そ
れ
が
昂
じ
る
と
廃
人
に
も
な
り

か
ね
な
い
も
の
で
す
。
特
に
若
レ
．
人
た

ち
の
場
合
、
発
育
途
上
の
身
体
に
影
響

を
及
ぼ
し
、
後
遺
症
を
残
す
な
ど
大
変

な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
シ
ン
ナ
ー
類
は
「
え
り
ふ
き
」
等
に

使
う
ば
か
り
で
な
ぐ
、
ラ
ッ
カ
ー
工
作
、

や
セ
メ
ダ
イ
ン
な
ど
に
も
含
ま
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
の
使
用
の
際
は
充
分

に
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。
ま
た
子
ど
も

さ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
物
を
使
用
す
る
場

合
よ
く
注
意
を
し
て
や
り
ま
し
よ
う
ー

（5）



（6）

　
　
力

▲
お
天
気
に
恵
ま
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
今
年
の
収
穫

　
や
っ
と
わ
ず
か
に
顔
を
出
し
た
お
日

様
に
「
そ
れ
っ
」
と
ば
か
り
、
ハ
サ
稲

を
取
入
れ
る
姿
を
と
ら
え
ま
し
た
。

・
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
冷
い
夏

を
過
ご
し
た
関
係
で
収
穫
も
思
う
様
に

い
か
な
か
っ
た
と
農
家
の
方
々
は
こ
ぼ

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

騙
灘

▲
『
お
前
は
い
く
つ
出
来
た
』
ヅ

　
十
月
中
に
行
な
わ
れ
た
種
痘
は
町
内

該
当
者
全
員
受
け
た
も
の
で
す
が
、
今

日
は
そ
の
検
診
日
で
す
。
お
互
い
に
自

分
の
も
の
を
見
せ
合
っ
て
、
恐
る
く

お
医
者
さ
ん
の
前
に
進
み
出
る
者
、
腕

を
ま
く
っ
て
、
ニ
ヨ
ツ
キ
リ
と
検
診
を

う
け
る
者
と
、
に
ぎ
や
か
な
風
景
で
し

た
。

▲
南
部
線
へ
の
橋
脚
工
事
進
む

　
先
に
お
知
せ
し
ま
し
た
様
に
、
小
屋

丸
方
面
へ
の
道
路
工
事
は
予
定
の
通
り

進
み
、
今
渋
海
川
に
か
か
る
橋
の
橋
脚

工
事
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
橋

は
来
年
度
完
成
の
予
定
で
す
が
、
今
機

械
の
音
が
秋
空
に
響
い
て
い
ま
す
。

10月は国民健康保険強調月間

◎
健
康
第
髄
の
生
活
を
守
り
ま

　
し
よ
う
◎

　
病
気
を
は
ね
か
え
す
抵
抗
力

を
つ
け
ま
し
よ
う
。
そ
れ
に
は

十
分
の
睡
眠
と
休
養
、
栄
養
に

ゆ
き
と
ど
い
た
食
事
を
と
る
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

に
つ
と
め
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
期
に
は

適
度
な
運
動
が

必
要
で
す
。

体
に
う
ん
と
抵

抗
力
を
つ
け
ま

し
よ
）
o

◎
健
康
診
断
を

　
受
け
ま
し
よ

　
う
o

　
集
団
健
康
診

断
な
ど
の
機
会

が
あ
っ
た
ら
進

ん
で
う
け
ま
し

昭和46年度健康家庭該当世帯

①5年以上医療給付を受けなかつた世帯
　　　　　　　　　　（昭和4】年度→45年，痩

　　　　　該　当　な　し

よ
う
。
そ
う
い
う
機
会
に
か
か
わ
ら
ず

中
年
す
ぎ
た
ら
年
に
一
度
は
成
人
病
や

ガ
ン
の
診
断
を
う
け
ま
し
よ
う
。

　
体
に
異
常
を
感
じ
な
け
れ
ぽ
、
と
か

く
健
康
に
無
関
心
で
過
し
ま
す
。
こ
の

間
に
病
気
が
進
ん
で
い
る
場
合
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
に
発
見
す
る
の

が
健
康
診
断
で
す
。

　
本
年
度
の
健
康
家
庭
医
療
の
無
給
付

家
庭
は
次
の
通
り
決
り
ま
し
た
。
こ
の

人
た
ち
に
町
で
は
心
ば
か
り
の
お
祝
い

を
差
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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